
『小学部意見交換会』 

小学部では、４人で１グループになり、１学期に行った遊びの指導や生活単元学習の授業

実践を、事例児を挙げて話し合いました。その際、児童の行動とそれに影響を与えた手立てが

書かれた見取りカードを使用して話し合いを進めました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善を行う時に見取りカードを使用したことで、児童の行動からどのような手立てが

有効だったのか、どのような成長（変化）が見られたかなど、どの学年でも児童の思いや考え

を大切にした授業が行われていたことを実感できました。また、児童の思いや考えから手立て、

活動内容などを考えたため、興味関心をもって意欲的に活動に参加するようになった、自分

から考えて教材や友達と関わるようになったなど良いあらわれの変化に気付くことができるツ

ールであることを確認できました。 

 

 

 

 

 

見取りカード（１）（評価日用） 

  ６／30（木） 〈２回目〉 

知
識
・
技
能 

評価規準 評価 

順番を守って箱列車や箱滑り台で遊んでいる。  

自分が遊び終わった後、友達と交代している。  

新しい遊びや様々なコーナーを経験した後、好きな遊びを見つけて遊んでい

る。 

◎ 

  

 

思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・友達や教師の様子を見てやり方をまねして

いる。 

・箱に入る、押す、引っ張るなど自分なりに

工夫して遊んでいる。 

・終わりの合図（言葉がけ、歌）がかかるま

で遊んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名：はこはこランドであそぼう 児童名 OYum 
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次の単元に向けて（改善、気づき、考察） 

・本児が好きそうなもの、興味関心が高いものを題材にしたため、好きな遊びはこれ！と決めて夢中にな

って遊べていた。友達や教師が遊んでいる様子を見て、興味が持てなかったらやらない、遊んでみて面

白かったら繰り返し遊ぶなど自分なりに好きな遊びを見つけて遊んでいたが遊びの幅が狭かった。次の

単元では、本児が一度は挑戦したくなるような教材教具を用意し、繰り返し遊びたくなるような活動内

容を設定する。 

・単元を通して自分が経験したこと、知っていることを生かして工夫して遊ぶことができた。（レジ、宅

配便など）本児が知らない学習内容のときにどんな反応・行動をするのか注意深く見ていきたい。 

 

・トーマス電車に乗っていると、後ろから教師が他の児
童を段ボールカーに乗せ、追いかけてきた。それを見
て「〇〇さん来たよ！」「トーマス走る！走って！」と
言い、後ろを気にしながら笑顔で乗り続けた。 

→同じ遊びの中でも、変化を加えたことで、新しい遊び
に変化した。 

→「追いつくぞ～！」や「ぶつかる～！」など、ワクワ
クする言葉がけをしたことで、アトラクションのよう
に楽しめた。 

 

・トーマス電車に乗る際、ドクターイエローのイラス
トを付けた箱電車に入ったまま乗っていた。段ボー
ルカーに追いかけられた後、ドクターイエローの端
を握り、体を上下に動かして乗っていた。 

→後ろから段ボールカーに追いかけられたことで、速
く走らせたいという思いが芽生えた。（♪ブンバボー
ンの『がったんごっとん』の振りつけから？）。 

→速く走らせたり、ゆっくり走らせたりと緩急をつけ
て動かすようにした。 

思い・考え 

・追いついちゃう！ 

・トーマスもっと速く走って！！ 

・アトラクションみたいで楽しい！ 

 

思い・考え 

・もっと速く走らせるぞ！ 

・ドクターイエローに乗っている気

分だな♪ 

 

 

見取りカード 

①授業についての説明 

→授業の目標（目的）、活動内容 

②事例児について 

→授業を通しての変化やあらわれ 

→有効だった手立て 

③児童の良いあらわれや手立ての紹介 

④質疑応答 

・授業での行動・あらわれ 

→その行動があらわれる 

きっかけとなった手立て 

児童の思い・考え 

 


